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去る９月５日（土）、あらかわ遊園運動場にて開催された「荒川区文化祭 大太鼓盆
踊り大会」に、やまぶき寮をはじめアジア文化会館の各寮から 20 名近い留学生た
ちが参加しました。当日はまず荒川区国際交流協会主催の盆踊り練習に参加。踊り
のコツをたっぷり教わり、夜の大会では見事な踊りを披露、地域住民の皆様と日本
の夏を楽しみました。

ＡＢＫの留学生がＢＫの留学生が

荒川区の大太鼓盆踊荒川区の大太鼓盆踊り大会に参加！

▲踊りの先生の説明を熱心に聞く留学生たち

▲

本
番
で
は
思
い
切
り
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
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日本留学で得たもの

　　　　 日本での留学生生活を振り返ってみ

ていかがでしたか。

　私は日本に来て 5 年くらい経ちましたが、

すごく恵まれた環境で生活できていると思っ

ています。留学生にとって一番苦労するのは

来日したばかりのころで、まだ言葉もできな

い、環境の変化も大きく戸惑うことも多いの

ですが、私は中学生のころから日本語を勉強

していましたし、初めての日本の住まいであ

るアジア文化会館では、みんなが優しくいろ

いろ助けてくれたので、困った、苦労したと

いう実感はありませんでした。

　大学に入った当初は奨学金のことなどで悩

むこともありましたが、本当にラッキーなこ

とに、１年生の時から良い奨学金をいただけ

ることになり、恵まれた留学生生活だったと

思います。

　　　　 日本の大学の印象はどうでしたか。

日本で就職！
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　私は日本以外の国の大学に行ったことがな

いので、日本の大学に入学して、大学とはこ

んなところ、と思っていたんですね。

　ただ、あるときアメリカの大学に行った友

人に話を聞いたら、アメリカの大学は日本よ

り厳しくて、勉強に関してはみんな努力をし

ているみたいです。ですから私もアメリカの

大学に行ったほうが、より必死に勉強できる

環境に身を置けたのでは、と思ったこともあ

ります。

　一方、中国の大学に入った友人によると、

向こうの大学も日本の大学と同じで、学生た

ちはあまり地道な努力はしていないようです

（笑）。

　ただ、中国のほとんどの大学生は卒業した

ら海外に留学したいと考えています。だから

本業である自分の専門の勉強は必要最小限に

して、英語に力を入れて TOEFL などの試験で

高得点をあげることを目標にしているんです。

　そのほか日本と中国の大学生を比較してみ

ると、中国の大学は高校の延長線のような感

じで、勉強以外のこと、たとえばアルバイト

やボランティア活動のような社会との接触は

ほとんどありません。

　日本はアルバイトは当たり前ですし、ボラ

ンティア活動に参加する人も珍しくありませ

ん。学生が自分たちの組織を作ってビジネス

をしたり社会貢献をしたりといったことも多

いですね。私もそういったことに参加して社

会に触れましたが、とても勉強になったと思

います。

　　　　 具体的にはどのようなことでしょう。

　たとえばアルバイトでは電話の応対など、

社会人としての常識を教えられるわけですが、

今、社会人になってその時の経験が生きてい

るということを実感します。アルバイトをす

るというのは、お金を稼げるだけではなく、

社会に触れるという意味でもすごく重要な経

験だと思います。

　また、私は中国からの留学生をサポートす

るサークルに入っていましたが、そこでは留

学生活や学校の留学生サポートについて留学

生たちに様々な形でアドバイスを行いました。

また簡単なビジネスのようなことにもチャレ

ンジしましたが、こういったことは中国の大

学に通っていたらできない、思いも寄らなかっ

たことではないかと思います。

薬学部から金融の世界へ

　　　　 薬学部で学びましたが、就職は金融

業界、文系ですね。

　薬学部を選んだのは薬剤師になるためでは

なくて、研究者になりたかったからです。薬

学部なら、好きな生物や化学の勉強をさらに

応用発展させた勉強ができるのではと思った

んですね。当時は金融会社、証券会社の存在

すら知らなかった（笑）。

　ところが大学に入っていろいろ学んでいる

うちに、研究者という職業は自分には合って

いないのではと思うようになりました。もっ

と広く社会を知りたい、そういう環境で働き

たいという思いを持つようになったんです。

　私が金融業界に関心を持ったのは大学２年

生の時で、今の証券会社が主催する人材育成

プログラムに応募したことがきっかけです。

そのプログラムでは、まず国内選考で選ばれ
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た日本国内の学生たちが交流をし、そこから

さらに選ばれた人にはニューヨークに行って

世界各地の大学から選ばれた学生たちと交流

するチャンスが与えられるんです。私は国内

止まりだったのですが、それで初めて今の会

社の存在、金融業界のことを知りました。さ

らに同時期に金融の世界に行った先輩からも

話を聞いて、こういう世界もあるんだ、面白

そうだなと思ったんですね。

　その後大学３年生の夏休み中にこの会社の

インターンシップに参加して、１週間ほど職

場を体験したのですが、全てが新鮮でした。

株の動きも、こういうストーリーでこう動く

のではないかという予想が実際にその通りに

なるのを見て、凄いなあと感心しました。そ

してその時はっきりとこれは面白い仕事じゃ

ないかと思ったんです。それで本採用のプロ

グラムにも応募することを決めました。

　研究、特に薬学の領域では、10 年、20 年

をかけて一つの薬の開発を行います。そして

何万、何十万人の命を救うのは本当に偉い仕

事だと思うのですが、結果が出るまでは長い

時間がかかります。一方で金融の世界という

のはとても変動が激しく、毎日結果が出る世

界です。私には社会全体の動きを見渡しなが

ら、毎日結果を出すことが求められている環

境がふさわしいと思ったんです。

　　　　 今はどのようなお仕事をされている

のでしょう。

　外国株のセールスとセールストレーダーを

やっています。アメリカ、ヨーロッパ、アジ

アの株など、日本株以外全てを見ています。

セールスというのは、たとえばリサーチ部門

が作る見解を参考に自分の見解を作り、この

株はいいかもしれないとお客さまに情報を提

供するような仕事です。

　会社では人のキャパシティーがものすごく

求められています。一人当たりの仕事量が多

いので、それをどうやって効率良く優先順位

をつけて回していけるか、というのが今の自

分には難しいところですね。

　　　　 社会人になって２ヶ月少々ですが、

学生時代と違うなと感じるのはどのようなと

ころですか。

　学生時代のように間違っていても大丈夫と

いう世界ではないですね。毎日が評価されて

いるといっても過言ではないと思います。日々

の積み重ねがあって、周りがそれを評価する。

そこは難しいところで、学生時代は試験前に

がんばって勉強して良い点数をとればいいと

いうスタイルでしたが、今は期末試験のよう

な大きなイベントが無い代わりに、毎日がイ

ベントで、毎日評価されています。そこが学

生と社会人の大きな違いだと感じています。

　　　　 具体的にはどのような部分でしょう。

　たとえば外に出すＥメールはドラフトを作

り、上司にチェックしてもらいます。その時、

一回訂正してもらうのはいいのですが、二度

と同じ間違いを冒すことは許されない。とこ

ろがそこは人間のダメなところで、同じ間違

いを絶対に繰り返さないというのはありえな

い（笑）。

　大学のレポートは体裁よりも内容重視でし

たが、社会人になると電話の対応など、中身



月刊　アジアの友　第 477 号　　　2009 年 8月 10日発行　　　　1966 年 10 月 25日第三種郵便物承認

5

る必要性はそれほど高くはないと思いが、今

アジア市場は急成長しているので、いずれ中

国人としての自分が必要とされるときが来る

のではと思っています。ただ、今はまだまだ

勉強中で、まず言われたことを最善を尽くし

てやるというのが一番大切なことだと思って

います。

　　　　 社内で外国人を意識するのはどのよ

うな時でしょう。

　これは興味の問題もあると思いますが、た

とえば野球やサッカー、アメフトなどの話題

で社員同士の会話が弾んでいても、私はその

輪には入れません。大学生の時からそうなの

ですが、日本人と飲み会に行ってもなかなか

話が盛り上がらない。日本語力の問題もある

でしょうし、私は人気漫画やタレントのこと

もあまり知らない、今の若者言葉などもよく

わからないということもあるでしょう。です

から輪に入れないなあと思うことは以前から

しょっちゅうありました。でもそれで苦痛を

感じることはないんです（笑）。みんなと仲良

はもちろん、そこに相手に対する

思いやりやビジネス上の決まり文

句などをきちんと盛り込まなけれ

ばいけない。言いたいことが伝わ

ればいいということでは無いんで

すね。

　今の会社は外資系ですが、とて

も日本文化に根ざしており、日本

企業のようでもあります。ですか

ら日本語のビジネス文章にもすご

く厳しくて、カタカナや英語ばか

りを使っていると上司からＯＫを

もらえません。企業はグローバル化しないと

これからの時代は存続できないと思いますが、

金融のような人と接して仕事をするビジネス

の場合、たとえ世界展開をしていても、その

国の文化を熟知していないと仕事にならない。

ですからたとえ留学生でも、日本のビジネス

スタイルを日本人と同じように理解し、実践

しなければいけないということです。

組織で留学生が力を発揮すること

　　　　 会社が留学生に求めているものを感

じることはありますか。

　まず英語と母語が使えるということですね。

あとは、日本人とは違うバックグラウンドを

持っているということでしょうか。この会社

はものすごく多様性を重視していてそれが相

乗効果を生み出しています。私が外国株の仕

事をしているのもたぶん留学生のバックグラ

ウンドをもっているからではないかと思いま

す。今はまだまだ欧米に比べるとアジア株に

投資する額は少ないので、私が情報を提供す
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くなることは大切ですが、飲み会で仲良くな

るより、私は私のルートで仲良くなればいい

と思っていますから。

　ただ、私も将来は営業の仕事をやりたいの

で、日本人が今どんなことに興味があるのか

といったことなど、ある程度自分の引き出し

を増やして、いろいろな方と話ができるよう

になりたいと思っています。

いつかは母国で

　　　　 将来はどんな目標を持っていますか。

　将来は中国に戻って働きたいと思っていま

す。具体的にこうなりたいというものは今は

無いのですが、社会にインパクトのある人に

なりたい。それは経済分野でも、政治の方向

でも構いません。

　中国の成長スピードは、今とても速いので

すが、そこにはいろいろな問題も生じていま

す。そうした問題を改善するための力に、自

分がなれればいいなと思っています。

　　　　 外から母国を見て、見えてきたもの

もあると思います。

　本当に留学できるというのはとても素晴ら

しいことで、母国の問題はもちろん、良いと

ころもたくさん見えるわけですね。海外の経

験のない人たちには見えてないことも私には

見えているわけです。

　私は 80 年代生まれなんですが、この年代の

人は教育を受けていて、中国の復興の力にな

らなければいけないという意識を強く持って

います。だから、留学したから中国に対する

見方が変わったということではなく、以前か

ら中国の力になりたいという考えは変わって

いないんです。

就職のために必要なこと

　　　　 今振り返ってみて、留学生が日本で

就職するためにしておくべきことはなんだと

思いますか。

　人にアドバイスできる立場ではないのです

が（笑）、必要なのは先輩をはじめ、いろいろ

な人の話を聞くことだと思います。自分が信

じていることが必ずしも正しいこととは限ら

ないので、いろいろな人の話を聞いて視野を

広げることが大切だと思います。本やネット

もいいのですが、直接人から聞けば、ピンポ

イントで自分が聞きたいことがわかります。

特別な場を設けなくても、楽しく食事をしな

がらでもできますから、チャンスがあればど

んどん人の話を聞くことをお勧めします。

　それから理系の人も政治や経済などの

ニュースに関心を持つこと。今世界はどう動

いているのか、何が起こっているのかといっ

たことにまったく無関心に自分の研究だけに

没頭するのは逆にマイナスなのではと思いま

す。いろんなところに目を向けて、ヒントを

もらったほうがいい研究ができるはずです。

たまには経済新聞を読んだり、日経平均は今

いくらになっているかといったことに関心を

向ける。それは必ず自分の勉強、将来に役立

つと思います。

　　　　 とても貴重なお話、ありがとうござ

いました。今後のご活躍を期待しています。
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大手自動車メーカーから大学教師へ

　大手自動車メーカー研究部門である（株）

本田技術研究所で自動車のエンジン開発に携

わっていた鈴木さんは、50 歳を過ぎたら日本

を離れ、タイで悠々自適に過ごしたいと考え

ていた。もっとも 100％リタイアするにはま

だ若い。ボランティア的な仕事・・・社会に

役立ち、自身も満足感の得られる仕事に携わ

れれば・・・それが鈴木さんの夢だった。

　そんな鈴木さんが、5 年ほど前倒しで会社を

辞めることになったのは、新たにタイに開学

するある大学の存在を知ったからだった。当

時、社内でプロジェクトリーダー的存在だっ

た鈴木さんは、トップダウンで降りてくる会

社からの半ば無謀とも言える開発命令に対し、

失望と行き詰まりを感じ、「このままでは自分

の成長にはつながらない・・」と強く思うよ

うになっていた。そんな 2006 年の秋、偶然

新聞で目にしたのがタイに翌年の 6 月に開学

する泰日工業大学（TNI）に関する記事だった。

元日本留学生たちが、日本式ものづくりをタ

日本式ものづくりを伝えるために

鈴
すずきのりお

木典男さん　（泰日工業大学（TNI） 自動車工学部）

〜タイ

鈴木さんと奥様の晶子さん
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イに伝えるために設

立する大学・・・

そのコンセプト

に、自分の今

までやってき

たことが役立

つのでは・・・、

と思った鈴木

さんは、すぐに

大学にコンタク

トをとる。

　そして正月休みでタイ

を訪れた際に TNI の学長と面接をし、その 1

週間後には教員として正式に採用が決定。2 月

いっぱいで会社を退職、栃木にあった持ち家

も売却し、日本での全ての生活を整理して４

月にはタイへの移住を決行した。まさにあれ

よあれよという間の出来事だった。

初めてのタイの組織

　学内における鈴木さんの立場は教員である。

これまで日本のトップメーカーでエンジンコ

ントロールシステム全般を見てきた鈴木さん

は、エンジンまわりに関してはかなりのレベ

ルで教育を行う自信がある。しかし学生たち

が専門的な技術を学ぶのは 3 年生になった今

年からであり、取材時点では鈴木さんは教壇

に立ち始めてからまだ 1 ヶ月少々が過ぎただ

けだった。

　TNI では、日本商工会議所をはじめ多くの日

系団体、日系企業からの協力を受け、機械ほ

か備品の提供を受けている。また、4 年時前期

には４ヶ月間、卒業研究の代わりに日系企業

でインターンシップを行うことになっており、

これが大学の売りにもなっている。

　このため、これまでの２年間の鈴木さんの

仕事は、経済団体や日系企業をまわり、支援

や寄付、インターンシップ受け入れに関する

協力をお願いして回るという、営業的なもの

も多かった。

　技術を教えるつもりで来た鈴木さんにとっ

て、違和感を禁じえないところだが、こうし

た業務は日本の大学教員でも行うことはあり、

産みの苦しみと思えば乗り越えられないこと

はないだろう。それ以上に戸惑いを感じたの

は、初めて足を踏み入れたタイ人経営組織に

対してであった。

　「日本人というだけで、お客さんの接待をは

じめ、日本に関係する仕事の大部分がまわっ

てきてしまうんです」

　タイに駐在したことのある人、ローカル採

用で働いたことのある日本人であれば、思わ

ずうなずいてしまうところではないだろうか。

　まして大学は開学したばかりということも

あり、ほとんどのことが手探り状態。それを

システマチックに改善しようとする動きもあ

まり感じられず、少なからずの驚きを感じた

という。

　もっとも、１期生である学生たちが 3 年生

になった現在では、本来の姿である教員とし

て、学生たちに接することも多くなった。そ

うした中、鈴木さんはこれまで日本で得た経

験が役立つことを実感し、喜びや、やりがい

を感じはじめている。

　「“ワイクルー” という先生を尊敬する日が

あって、歌を歌ったり、誓いの言葉を述べた

りするのですが、行事そのものも工夫が凝ら

されていて面白いんです（笑）」

　TNI の学生は地方出身の者も多いためか、素

朴で素直な学生が多い。制服の着用が義務づ

けられていることもあり、子供のいない鈴木
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さんには、彼らの姿かがとても初々しく、新

鮮に写ったという。このため学校の行事であ

る新入生歓迎会など、1 年目はほとんどの行事

に参加していたそうだ。

　

夢ばかりでは語れないタイ生活

　鈴木さんは現在、3 年前にご結婚された奥様

の晶子（あきこ）さんとバンコクに２人暮ら

しだ。

　結婚当初はタイで暮らすことなど夢にも

思っていなかった晶子さん。結婚、ご主人の

退職、渡タイという全てが一気に押し寄せて

きたために一時期精神的に不安定にもなり、

バンコクでの２人の生活にも、慣れるまで時

間がかかったという。

　「少し大変でしたけど、全てまとめて解決す

ることが出来たので、今は逆に良かったのか

なと思っています（笑）」

　今ではタイ語も中級会話までマスターし、

そろそろバンコクで仕事をしてみようという

余裕も生まれてきているそうだ。

　鈴木さんご夫妻が東南アジア、特にタイを

魅力的に感じるのは、先進国が持つがんじが

らめの規制から抜け出せる緩やかでおおらか

な空気が流れているからだ。日本の息苦しさ

から脱出したい、ま

さにその夢が実

現 し た わ け だ

が、実際に生

活をはじめて

みると、どう

しても日本の

常識を捨てき

れない自分とも

出会う。

　「住居の電気や水

のことでトラブルがあ

り、修理の約束をしてもしょっちゅうすっぽ

かされる。天井がはげているというと、工員

が来て塗料をかけるのですが、周りに飛び散

ることを考えずにやるので、とんでもないこ

とになってしまう（笑）」

　入居前にやってもらえるはずだったカーテ

ンのクリーニングが行われておらず、文句を

言ったら家中のカーテンを全て持っていかれ、

2 週間カーテンなしで過ごしたこともあったと

いう。

　今でこそ、日常タイ語会話には困らなくな

り、自分たちの意思を伝えられるようになっ

たというお２人だが、当初はタイの常識に言

葉の壁が重なり、笑っては過ごせない日も多

かったと振り返る。

　またそれは生活面だけではなく、職場でも

当たり前のように起こっている問題だと鈴木

さんは語る。タイ人教師とのコミュニケーショ

ン不足により、プロジェクトの作り方や、ス

ケジュールの立てかたなどを改善したい、教

えたいと思っても、うまく伝えられない。英

語も相手は十分に理解できない。逆にタイ人

の教員も鈴木さんに言いたいことを話さない

ため、その溝が日々大きくなっていく。それ泰日工業大学（TNI）
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は時間が解決してくれるのかもしれないが、

今はまだ大きな歯がゆさを感じなければなら

ない毎日が続いている。

それでも特別なバンコクライフ

　当初はどのくらいお金がかかるのかわから

なかったバンコクライフ。このため、大学か

らの給与でどんな生活ができるのか、好きな

お酒も極力我慢し、日本料理屋などにも行か

ず、ずいぶんと節約をしたという鈴木さん。

現在は生活に慣れたことはもちろん、マンショ

ンを購入して家賃がかからなくなったことも

あり、ホテルで大好きなワインを楽しんだり、

大物外国人タレントのライブに出かけたりと、

国際都市バンコクでの生活を満喫していると

いう。

　「日本だと高級ホテルにふらっと歩いて行っ

て、ビュッフェを食べたりバーでくつろいだ

りなんて、簡単にはできませんよね。ここで

はそれが日常なんです」

　鈴木さんは大学の教員ということもあり、

時間的な縛りがあまりない。

日本で朝 9 時から夜 10 時ま

で働いていた頃に比べると、

仕事とプライベートを両立で

きる今の生活スタイルには満

足しているという。　

　「唯一物足りないのは、日本

よりも休日が少ない、大型連

休がないことでしょうか。そ

の代わり３ヶ月の夏休み期間

中は、多めに休ませてもらっ

ています（笑）」

　有給もなかなかとれないタ

イ好きの日本人サラリーマン

にはなんとも羨ましい話である。

何を教えていきたいか

　日本式ものづくり教育を謳っている TNI で

はあるが、日本人でも「モノづくりとは何か」

を本当に理解して仕事をしているエンジニア

は少ないのではと鈴木さんは言う。

　「あまりに漠然としすぎていますよね。日

本的な車の作り方というのは “すり合わせ技

術” と言われていますが、それが何かをわかっ

ている人はほとんどいません。だから大学の

コンセプトが先走りして、たしかに日本人受

けはいい。ですが、自分としては今までエン

ジニアとしてやってきたこと、今、タイ人が

掲げているプロジェクトをきちんと推進して

いくことを指導をしたり、あるいは課題テー

マを与えて、それを解決するようなプロジェ

クトをつくっていきたいと思っています」

　前述した通り、現在 3 年生である一期生た

ちは、4 年生になると全員が企業でインター

ンシップを行う。実際の企業の現場でモノづ

教室で学生への指導を行う鈴木さん
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くりを体験させて、日本語が判るエンジニア

の卵として鍛え上げるわけである。

　しかし下の学年になればなるほど、生徒数

は増えるため、今後は全員を企業で受け入れ

てもらうことが困難になる可能性もある。

　そこで今後は、インターンシップに行けな

い学生に対して、日本的なプロジェクトへの

取り組みを教えられたらというのが、鈴木さ

んの一つのアイディアだ。

　「タイの教育はまだ座学が多いんです。ワー

クショップで機械を使うなど、モノづくりの

一環のようなことはやっているのですが、ま

だまだ研究テーマをもって取り組んでいるタ

イ人の先生はあまりいないようです。そこで

日系企業と組んで、何か研究テーマを推進し

ていきたいと思っています」

　特に学生たちには課題への取り組み方や、

データの計測、解析、活用法に関する教育を

したいという鈴木さん。そのためにはご自身

のように現場のリアルな技術や、経験を伝え

られる先生をもっと揃えなければいけないと

感じている。

ＴＮＩは他の大学とは違う！？

　TNI は今年で開学３年目。今はまだ大学の形

ができ上がっていく過程にある。しかしその中

核をなすのは「日本式ものづくりを教える大学」

であるということ。しかしこれまで大学がその

最も重要な命題に真剣に取り組んできたのか、

鈴木さんは疑問を感じることもある。

　「だからこそ、この大切なコンセプト実現に

向けて、1 期生が３年生になった今年度から、

職員が一丸となって全力投球をしていかなけ

ればならないと思っています」

　３年生は来年の 6 月、４年生になると同時

にインターンシップに行ってしまう。TNI が他

の大学と違うという独自性を学生たちに伝え

られる時間はもう 1 年弱しかない。残された

期間でいかに学生たちを TNI カラーで染めら

れるか。それは TNI が掲げた大きな目標を達

成するための第一歩であり、その実現には鈴

木さんたち日本人教員の経験を最大限役立て

なければならないはずだ。

　タイで意義あることをしなが

ら悠々自適に・・そんなタイラ

イフを思い描いていた鈴木さん。

その夢は、もう実現しているの

かもしれないが、それは想像と

は少し異なる方向に向かってい

るのかもしれない。

　「今は、お爺さんになっても、

タイの学生たちに教えていけた

らいいなと思っています」

　そう話す鈴木さんの目には優

しさと決意が溢れていた。

＜取材：09/7 ＞オフィスにて
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〜 21 世紀を担う NGO 起業家を育成するために

伊
いとうみちお

藤道雄さん
（アジア・コミュニティ・センター 21（ACC21）代表理事　立教大学大学院教授）

「アジア NGO リーダー塾」誕生

09年 10 月 10 日 に 開 講 す
る「アジア NGO リーダー

塾」は、国境を超えて活躍できる NGO
起業家を育てるために企画されたプロ
ジェクトで、毎年 8 人、5 年間で 40
人の NGO リーダーを育てることを目
標としている。塾生に選ばれると、全
3 群（計 11 回）の講義と、１〜 2 週
間の現場体験が待っている。講義には
各関係分野の最前線で活躍する一流の
講師が招かれ、NGO とは何かといった
基礎知識から、今アジアで何が求めら
れているのかといった課題、そして新
規事業立ち上げに至るノウハウまでを
体系的かつ総合的に学ぶことが出来る。
現場体験はアジア各国で活躍するロー
カルの NGO で行われることになって
おり、ここに一人飛び込むことにより、
NGO リーダーのビジョンを学び、現場
の活動を肌で体験し吸収することがで
きるわけだ。

今今年が記念すべき第一回目の募集と
なるこの塾の発案者は、アジア・ジア・

コミコミュニティ・センター 21（ACC21（ACC21）
の代の代表理事を務める伊藤道雄さん雄さんだ。
30 年30 年以上にわたって、アジア各ジア各国の
NGONGO を支援してきた伊藤さんにさんに、この
プロジプロジェクトの意味、その結果期の結果期待す
る将来の NGO 像についてうかがてうかがった。
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　　　　 「アジア NGO リーダー塾」開設に
至った経緯をお聞かせください。

　このプロジェクトをつくることを思い

立った動機の一つは、日本の若者たち、あ

る い は 日 本 の non-profit（ 非 営 利 ）、non-

government（非政府）の世界で、アジアの国々

の非営利・非政府組織のリーダーたちと対等

な立場で対話し付き合える人材を育てたいと

思ったことです。

　日本には、約 500 団体の NGO（非政府組

織）が、国境を超え国際協力を行っています

が、その多くは支援対象となる国の特定地域

で活動しています。これらの団体は、貧困の

中にある子どもや女性、農民そして少数民族

等に支援活動を行い、意義ある役割を果たし

ていますが、その活動範囲はその地域に限ら

れ、地域そして国を超えて横を繋ぐネットに

発展していない。

　ACC21 が事務局となっている「公益信託ア

ジア・コミュニティ・トラスト（ACT）」では、

貧しい子どもの教育、農民支援、環境保全等

の分野でがんばっている各国の現地 NGO を

訪問して回り、事業計画書を受け付け、審査

し、選ばれた団体に日本で集めたお金を助成

し―私はこれを “社会投資” と呼んでいます

が−、そしてこれらの団体の活動を 3 ～ 5 年

間支援してモニターするという活動を長きに

わたって行ってきました。ACT は、その性格

上、特定の地域や国ではなく、アジアを広く

カバーしているわけで、ACT の活動を通して

私たちは各国の NGO のリーダーたちと出会

い、意見情報交換をするわけです。そうする

と、共通の課題が見えてきて、またアジア全

体の NGO の動きや社会が見えてきて、そこ

から国境を超えた NGO 間のネットワークそ

して協働の必要性が見えてくるのです。

　ですから、我々の活動には、地域や国を超

えたネットワーカー的役割があります。ある

国の経験を他の国に紹介して繋ぎ、協力関係

を作っていく。例えば、現在進めていますが、

ACT が支援したフィリピンでのマイクロファ

イナンスの成功事例をカンボジアの NGO に

紹介し、フィリピンの指導者を派遣してその

普及を図っています。こうした形で「南南協

力」を推進できるのです。こうした活動が出

来る日本の NGO は現在少なく、またネット

ワーカー的資質そして能力を持った人材は日

本では限られているのが現状です。

　どちらかというと、日本の多くの NGO は

職人的性格を持ち、現場に入り、現地の人た

ちと一緒に生活をし、汗をかき、経験を共有

しながら、現地の人々の生活改善を図ってい

く。また、日本から特定の団体や個人に奨学

金などを送り続けるというタイプのものが多

いのです。これらの活動は、人間関係の観点

からとても重要だと思います。ただ、私はも

うひとつのタイプがあっても良いのではと考

えるのです。すなわち、もっと戦略的アプロー

チをとっても。言い換えれば、アジア各国

の現地 NGO が貧しい同胞を支援するために

がんばっているのを日本からは資金的に支援

し、同じ価値観・目標を掲げている NGO を

増やし、ネットワーク化し協働関係に発展さ

せていく。このようにすれば、限られた資源

を有効に活用し、大きな力になるのではと考

えるのです。今や、普通の市民や人々は、国

境を超えて考え、行動するときに来ていると

思います。経験そして人々が培った “英知”

を共有し、共に生きるコミュニティを、アジ

アにそして世界に作るときが来ているように

思うのです。
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　したがって、こうしたミッションを果たせ

る人材を育てたいと考えたことが、塾を計画

した一つの動機です。

　二つ目の動機ですが、私がアジアに初めて

入った 30 年前とは違い、今は多くの国で社

会正義や社会的公正を標榜し活動する NGO

が育ち、それぞれの国で大きな役割を果たす

ようになっています。これらの NGO は、バ

ングラデシュなどでは政府の役人の研修を

行ったり、大学を創設・運営したりするまで

成長しています。フィリピンでは、政府との

対話を積極的に進め、NGO リーダーの中には、

政府の高官に任命されるような関係に発展し

ています。そのほか、タイやインドネシアな

どでは、政府に対し提言活動を行い、貧困者

の権利を擁護し、推進しています。このよう

に、アジアの NGO は、国内でも国際舞台で

も発言力を着実に高めています。翻って、日

本の NGO の現状を見ると、その発展の歩み

は私にとってはのろいように思えます。社会

的関心は高まっているものの、NGO の実力は

今だに限られ、社会的存在感は薄いものです。

アジアの今後の姿を考えるとき、成長してき

たアジアの NGO のリーダーたちと対等な立

場で、21 世紀の社会を語り、行動を起こせ

る人材が必要と考えたのです。

　この問題意識そして構想は、ずうっと以前

から抱いていたのですが、今回、（財）MRA

ハウスという団体がスポンサーしてくださる

というので、この「アジア NGO リーダー塾」

が実現することになったのです。

　　　　 プロジェクトの最終目標は非常に高
い所にあるということですね。

　いや、むしろ低い所にあるのでは（笑）。

政府や大企業が国際社会における主要なアク

ターになっていますが、普通の人々が非政府・

非営利組織をつくり、国境を超えて社会の底

辺で協力の輪を広げていく環境を作っていこ

うというのですから。

　政府や大企業もそれぞれのミッションがあ

りますが、国際社会の中では、非政府・非営

利組織も相応の役割を果たしていく必要があ

ります。政府には政府の強みと限界がありま

す。国益というものに縛られ、その運営管理

は法律・規則に従い、機動性や柔軟性に乏し

いものです。残念ながら、途上国の政府は、

国民が貧困が故に税収は乏しく、政府として

の本来の役割を果たしていないケースが多い

のです。そして企業、とくに多国籍企業の存

在が大きいのですが、その大きな動機は、マー

ケットの拡大、利潤の極大化です。社会的ニー

ズに応えて利潤を得るというのは当然なこと

ですが、行き過ぎると、マーケットへの支配

力を強めるための競争が激化し、投資先であ

る途上国労働者の人権を無視し、また環境破

壊を引き起こすことが間々あります。世界に

おけるこうした政府そして企業という二大ア

クターは、その性格上、どうしても穴埋めで

きない部分が出てきます。その結果が、貧困

者の存在で貧富の格差の拡大です。そして地

球環境の悪化です。

　貧困で苦しむ人々がアジアにはまだ８億人

ほどいると言います。日本政府もアジアの開

発途上の国々に頑張って援助活動を行ってい

ますが、草の根レベルの人たちのパワーアッ

プにはなかなか繋がりません。今なお、アジ

アの大都市では、物乞いをする子どもたちを

見かけ、想像を絶するような貧しい居住環境

で生活する人々がいて、農村部へ行けば、土

地を持たない農民が大勢います。最近訪問し
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たフィリピンのセブ島の漁民の月

の稼ぎは 3,000 円～ 5,000 円と

言います。そしてマニラ市内では

物乞いする 6 ～ 7 歳の少女たち

に出会いました。同じ人間として、

こういった状況は放っておけない

と思います。今や、国境を超えて

考えるときです。比較的経済的に

恵まれている日本人にはこうした

考えと行動を起こすことが必要だ

と考えています。

　　　　 最近は地元の貧しい人々を訓練して
雇用し品質の高いものを作り、それを先進国
で販売して資金を得たり、または貧しい女性
たちにお金を貸し出して小事業を始めさせ、
収入を得させた上で利息とともに返済させ
る、いわゆる社会的ビジネスが広がっている
ようですが、目指す起業家育成はこうした方
向ではないということですか。

　いえいえ、こうした人たちも「アジア NGO

リーダー塾」の塾生候補になる人だと考えま

す。ただ社会的ビジネスと従来のビジネスと

どこが違うのかということを少し説明します

と、近年関心を集める社会的ビジネスという

のは、貧困問題や環境問題、その他社会問題

を改善・解決するために立ち上げられるもの

ですが、そこにビジネスの考えや手法を取り

入れようというものです。おっしゃられたマ

イクロファイナンス（小規模金融）は、その

一例です。すなわち、これまで NGO が寄付

者や支援者を募って資金を集めて貧困者の自

立支援を行ってきたのですが、マイクロファ

イナンス事業では、商売として少額を貧困者、

とくに女性の貧困者に貸し出し、利息を付け

て返済させ、自立を促すという手法です。マ

イクロファイナンスが効果を出す場合と、失

敗する場合があります。また、貧しい国の雇

用創出を図るため、NGO が作った会社を通し

て貧しい人たちの生産品を輸入し販売すると

いうフェアトレードも実施されています。恐

らく、こうした社会的ビジネスは今後広がっ

ていくと思います。これら社会的ビジネスは、

NGO の経験そして発想から派生したものと考

えていいでしょう。

　しかし、社会的ビジネスは、社会制度を

変革していこうとする運動としては限界が

あります。それはあくまでもビジネスです

から。そこで新しい社会づくりを行ってい

くためには国益に惑わされない、企業益に

惑わされない、自発的な人間としての活動

のセクターが必要です。政府や企業に対し、

直言をし、状況改善のための提言し行動し

ていくことが必要なのです。また時には、

共通の課題に向けて政府や企業と協働する

ことも必要なのです。アジアの中で光が当

たっていない人たちの声に耳を傾け、現地

NGO の人たちと共に声をあげていくことが

求められているのです。
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　アジアそして世界の未来を展望するとき、

いつの時代にか、国境や国籍の概念が薄ら

ぎ、アジアにそして世界に連邦的な政治体制

が生まれるかもしれません。そうした政治体

制下では、裕福な地域の人たちには累進課税

がかけられ、開発や福祉が遅れている地域の

人たちにはその税金が回されるかもしれませ

ん。もちろんこうした考えは理想的すぎるか

もしれません。実際、そうした社会が生まれ

るまでにはこれから 50 年、いやもっとかか

るでしょう。しかし、そうした方向に向かっ

て、現在、政府開発援助は、いろいろ課題は

ありますが、その変形としての役割を担って

いるとも言えます。また NGO は、市民から

の資金を集めボランタリー的に途上国で活動

し、ささやかながら富の再配分を行っている

と言えます。

　本来なら、国連がそういった推進役・旗振

り役をする機関なのでしょうが、各国の国益

と政治がぶつかり合い、なかなかうまく進み

ません。世界には貧富の膨大な格差が残った

ままです。NGO は、国益を超え、私益を超え

て動きます。そういった意味で NGO は、世

界の新しい歴史を作っていくアクターとして

考えているのですが。

　こうした考えも踏まえて、「アジア NGO リー

ダー塾」を企画したわけです。

　　　　 高邁な理想を掲げられ、人材育成を
考えられているようですが、実際どのような
応募者を想定されているのでしょうか。

　夢を描く人。そして冒険心を持っている人。

実行力のある人です。多少細かく言えば、構

想力のある人、他者に開かれた姿勢を持つ人、

コミュニケーション能力を持つ人―単に英語

を話せるというのでなく、他の人の考えをよ

く聞き、自分の考えを効果的に相手に伝える

ことのできる人−、説得能力のある人という

ことでしょうか。年齢や国籍は問いません。

これから NGO を企画し活動しようとする人、

現在 NGO に所属していて、組織の活動のス

テップアップを考えている人の応募も期待し

ています。

　詳細は、ACC21 のウェブサイトの「募集要

項」にアクセスしてみてください。この「ア

ジアの友」の読者からも応募があると嬉しい

ですね。

　　　　 どうも有り難うございました。塾生
が多く集まることを期待しています。

伊藤道雄（いとうみちお）

南山大学卒業後、カリフォルニア大学（UCLA）

大学院行政学課程修了。1973 年日本国際交

流センター勤務。1979 年より公益信託アジ

ア・コミュニティ・トラスト（ACT）の活動

を通じてアジアでの資金援助活動に従事。草

の根レベルの協働体制をつくることを目的に

1987 年 NGO 活動推進センター（現 JANIC）

を NGO 仲間と設立、事務局長、常務理事を

歴任。2001 年よりアジア農村改革・農村開

発 NGO 連合（ANGOC）副理事長。 2003 年

立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科

教授、2005 年アジア・コミュニティ・セン

ター 21（ACC21）を設立、現在に至る。共

著に『国際協力 NGO 〜市民社会に支えられ

る NGO への構想』( 日本評論社 )、他。
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【募集対象】　1）新規 NGO・事業立ち上げを計画している者・志のある者

　　　　　　　　※社会人、学生を問わず

　　　　　　2）NGO 関係者 ( 活動のさらなる広がりをめざす者 )

【応募期間】　2009 年 8 月 11 日（火）〜 2009 年 9 月 24 日（木）午後 6 時

【募集人数】 　５−７名

【受講料】	　　15,000 円

【研修会場】　アジア文化会館（東京都文京区本駒込 2-12-13）

　　　　　　※講義内容・講師の都合により場所が変更する場合があります。

【応募方法】　以下のものをご記入の上、下記応募締切まで E-mail でお送り下さい。

　　　　　　（１）受講申込書

　　　　　　（２）小論文 ( 以下選択 )

　　　　　　　　　1.「私の立ち上げたい国際協力 NGO と事業」（3000 字以内）　　　　

　　　　　　　　　2.「私が関わる NGO のさらなる発展構想と実践計画」（3000 字以内）

　　　　　　※締切 :2009 年 9 月 24 日 午後 6 時必着

　　　　　　・ 送信先 :info@acc21.org 

　　　　　　　件名を「アジア NGO リーダー塾申込」とし、メール本文に住所・氏名・連 

　　　　　　　絡先を明記してください。 

　　　　　　・注意事項 (1) ファイル名は提出者の名前とファイルの内容がわかるものにして 

　　　　　　　下さい。( 例、「田中太郎 受講申込書」「田中太郎 小論文」など )、(2) メールで 

　　　　　　　応募可能なファイル形式は Word/PDF となります。

【応募スケジュール】
　　　　　　・書類審査	 2009 年 8 月 11 日（火）  応募受付開始

			   2009 年 9 月 24 日（木）  書類選考受付締切

　　　　　　・面接審査	 2009 年 10 月 3 日（土）  個人面接（20 分）/ グループ討論（60 分）

　　　　　　・結果発表	 2009 年 10 月 5 日（水） 受講生決定

【問合せ先】　運営事務局 : アジア・コミュニティ・センター 21（ACC21）

　　　　　　☎ 03-3945-2615 ／ FAX 03-3945-2692 （担当 : 阪口）

　　　　　　E-mail: info@acc21.org

　　　　　　詳細情報 :　http://www.acc21.org/ANLI/top.html

「アジア NGO リーダー塾」募集要項



月刊　アジアの友　第 477 号　　　2009 年 8月 10日発行　　　　1966 年 10 月 25日第三種郵便物承認

18

エドワード 杜 進 明さん

ABK 日本語学校生リレーインタビュー

わたしたち・・だから日本に留学しました ③

　　　 日本に関心を持ったのはいつ頃ですか？
　マレーシアではよく日本の観光番組やアニメな

どが放送されていますし、まわりの家電製品など

も日本製が多かったので、日本への親しみという

のは子供の頃から持っていました。

　　　 日本に留学しようと決めたのは？
　小学生の時には、自分でも気付かない

うちに日本文化に影響されていたの

ですが、日本に留学したいとはっ

きり思うようになったのは中学

生の頃です。

　両親は、僕をシンガポール

に留学させる予定だったの

ですが、シンガポールとマ

レーシアは似たような文化

の国です。僕は違う文化に

接したいと思っていたので、

高校を卒業する１年前には日

本へ行くことを決めて、日本語

の勉強も独学で始めました。そし

て卒業後４ヶ月間日本語学校に通って

から来日しました。

　　　 テレビで見ていた日本と現実の日本は違い
ましたか？
　違ったのは生活のペースがとても速いというこ

とです。道を歩くスピードも速く、みんな急いで

仕事をしたり、勉強したりしている印象です。マ

レーシア人の場合は、急いでいても休日日本人が

散歩をしているくらいのスピードかな（笑）。また、

マレーシア人はほとんど残業はしませんが、僕の

友人の日本人サラリーマンはいつも 23 時位まで残

業をするそうで、信じられないという気がします。

　　　 では、日本生活でストレスを感じることも
あるのではないですか？
　今は進学準備で忙しく、予備校にも通っている

ので、休みはほとんどありません。それはストレ

スになっていると思いますが、大学進学

のために日本に来たのですから、仕

方がないですね。

　　　 予備校は、一般の日本
人向けの学校に通っているの
でしょうか？
　そうです。テレビＣＭや

電車の広告などを見て、今

の予備校を知ったのです

が、授業のスタイルなどが

自分の勉強方法に合ってい

たので選びました。

　　　日本に来た最初から予
備校には通うつもりだったのです

か？
　日本に来た時から行きたいと思っていた

のですが、授業料が高かったので、しばらくは保

留状態という感じでした。でも、６月の日本留学

試験（EJU）で数学の点数が悪かったので、やはり

予備校に通わないといけない、生活費を節約して

でも行きたいと思ったんです。

　　　 留学生で一般の予備校に通っている人はあ
まりいないのではないでしょうか。
　そうですね。その予備校に留学生が入学するの

安さん

EDWARD  TOH  CHIN  MING
マレーシア   ジョホール州出身
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は僕が初めてのケースで、最初に入学手続きに行っ

た時は先生もびっくりしたようです。授業料も普

通は分割払いで、それは親が手続きをするのです

が、僕の場合はできませんから、最初はちょっと

面倒でした。結局は全額一括払いをすることで解

決したのですが、生活費が残らず大変になりまし

た（笑）。そうでなくても日本は物価、特に食費が

高いので、１週間カップラーメンしか食べないと

いう時もあります。今は奨学金をもらっているの

ですが、それも全て予備校の学費で無くなってし

まいます。

　　　 苦労して通い始めた予備校の感想はどうで
すか。
　とても良かったです。それまで分からなかった

ことが分かるようになってきました。同じ数学の

授業でも日本語学校の方は EJU 向けの授業なので、

難しい専門用語などを詳しく説明してくれます。

逆に予備校の先生はあまり専門用語については説

明しない代わりに、もっと応用的なことを詳しく

教えてくれます。先生方も初めてのケースである

僕の試験結果にはとても注目しているようです。

　　　 日本人対象の授業で厳しいと感じることは
ないですか。
　ないですね。これで良い大学に入れると思うと

勉強をするのが面白いとも感じます。

　　　 予備行に来ている日本人の生徒を見て、マ
レーシアの受験生と違いを感じますか？
　まったく違いますね。みんな真面目で、ほとん

どの人がケータイをかばんの中にしまって、黙々

と自分の勉強をしているという感じです。マレー

シアでは授業中でもグループになって話したり、

時々ケータイでメールをしたり、お菓子を食べた

りしています。たまには先生も一緒に食べたりす

るんです（笑）。

　　　 ところで、まだ日本に来て半年少々ですが、
日本人の印象はどうですか？
　日本人はとても親切だと思います。初めて日本

に来た日、成田空港から東京に向かう電車の中で

お爺さんがバナナをくれたんです。僕らの人数を

数えて「間に合うかなあ」と言いながら。初めて

の日本ですからみんな興奮していたので目立った

のかもしれませんね（笑）。

　それから日本人は礼儀正しく規則をきちんと

守っています。道路を渡る時もみんな横断歩道を

使います。マレーシアにも横断歩道はありますが、

ほとんどの人は利用せず、そのまま何もないとこ

ろを車を避けながら道路を渡るという感じです。

　また、日本人は社会の中での上下関係をとても

重視しているように感じます。年齢や役職が上の

人に対しては敬語を使いますし、深くお辞儀もす

る。言いたいことも我慢しているように感じます。

マレーシアでは立場に関係なくお互いが素直に言

いたいことを言い合う印象があります。

　　　 ＡＢＫ日本語学校を選んだ理由は？
　インターネット上に ABK を修了した先輩方の書

き込みを見つけて、評判が良かったからです。実

際に入学してみて感じたのは、先生方が学生のた

めに一生懸命だということ。特に今の担任の国分

先生は、今まで出会った先生の中で一番熱心な良

い先生だと思います。学生の進路に対してとても

強い責任感を持っているという気がします。

　　　 大学ではどのような専門分野に進みたいと
思っていますか。
　バイオテクノロジーです。理由は人を助けられ

る仕事に就きたいと日頃から思っていたからで

す。障害があって歩けない、働けないという人た

ちを助けたいという思いが、子供の頃から強かっ

たので。

　　　 希望の大学に合格して時間ができたら何を
したいですか？
　東京は建物ばかりなので、日本の大自然を見て

みたいと思っています。ですから、時間とお金に

余裕が出来たら（笑）、北海道に行ってみたいなあ

と思っています。

　　　 受験勉強、これからもがんばってください。
「アジアの友」も応援しています。

＜インタビュー  09/7 ＞
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メコンのほとりで‥メコンのほとりで‥
写真家・鎌澤久也の写真家・鎌澤久也の

かまざわきゅうや・・・( 社 ) 日本写真家協会 ( ＪＰＳ ) 会員、駒澤女子大学非常勤講師
中国雲南省を中心にアジアを撮り続ける。近年はメコン川、長江など、川をテーマにそこに暮らす人々に焦点を当て
ている。「メコン街道」など写真展を多く開催。 著書に『雲南最深部への旅』（めこん）、『メコン街道』( 水曜社 ) 等
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の
街
で
採
掘
さ
れ
る
の
で
そ
の
名
が
つ

い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
大
理
も
他
の
中
国
の
街
同
様
変
化

が
激
し
く
、
久
々
に
訪
れ
て
み
る
と
、
南
門

と
北
門
の
あ
い
だ
に
、
文
化
大
革
命
時
代
に

破
壊
さ
れ
た
と
い
う
、「
五
華
楼
」
が
復
元

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
民
家
が
連

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
区
画
整
理
さ
れ
大

き
な
道
路
が
で
き
て
い
た
り
、
こ
こ
を
曲

が
れ
ば
い
つ
も
行
く
食
堂
だ
と
見
当
つ
け
て

も
、
こ
と
ご
と
く
外
れ
、
狭
い
城
内
な
の

に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
と
は

い
っ
て
も
昔
か
ら
の
人
た
ち
も
住
ん
で
い

て
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、

日
本
食
ま
が
い
の
食
事
が
で
き
れ
ば
快
適

で
居
心
地
も
よ
く
、
日
本
人
を
は
じ
め
欧

米
人
旅
行
者
は
、
根
が
生
え
た
よ
う
に

長な
が
と
う
り
ゅ
う

逗
留
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

手
工
芸
で
盛
ん
な
周
城
が
、
大
理
の
北

25
キ
ロ
ほ
ど
に
あ
る
。
き
れ
い
に
敷
き
詰

め
ら
れ
た
石
畳
の
路
地
に
、
漆し

っ
く
い喰
の
壁
と

土
台
が
石
造
り
の
家
屋
が
軒
を
並
べ
、
く

す
ん
だ
街
並
み
に
民
族
衣
装
の
赤
が
映
え

る
。
夕
方
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
の
下
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
「
市
」
は
女
性
た
ち
で
賑に

ぎ

わ
い
、
子
ど
も
た
ち
が
周
り
で
飛
び
跳
ね
、

男
た
ち
は
軒
下
に
陣
取
り
、
１
日
の
疲
れ

を
癒
す
か
の
よ
う
に
パ
イ
プ
を
く
ゆ
ら
せ

て
い
る
。
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
豊
か
に

な
っ
て
い
く
よ
う
で
、
ペ
ー
族
の
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
が
息
づ
い
た
村
な
の
だ
っ
た
。

〈
写
真
〉
大
理
の
南
門
と
近
年
改
築
さ
れ
た
城

壁
。
80
年
代
の
素
朴
だ
が
味
わ
い
の
あ
る
街
並

み
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
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「ニランジョン・バネルジ個展」のご案内

インド出身の作家ニランジョン・バネルジは、2000 年に茨城

県つくば市のカスミつくばセンターで、スーパーカスミイ

メージポスター「SUN・WATER・WIND・EARTH」展を開催しました。

また、2007 年にはイギリスとカルカッタでも共同絵画展を開き、

大変好評を得ました。

タゴール研究家で日印文化交流に貢献し、インド政府より国民

至高者賞を受賞された我妻和男氏（筑波大学・麗澤大学名誉

教授）の推薦を受け、バネルジは麗澤大学で日本語も学びました。

また、シャントニケトン出身・1998 年に「貧困の経済学」でノー

ベル経済学賞を受けたアマルティヤ・セン教授からも指導を受け、

彼が開花させつつあるベンガル地方の伝統とタゴール文化を融合

させた感性の豊かな作品群は高く評価されています。この度、The 

Artcomplex Center of Tokyo において、東京で初となる大規模な個展を開くこととなりました。皆さ

まお誘い合わせの上、是非ニランジョン・バネルジの世界を楽しみにいらして下さい。

日程：９月 15 日（火）〜９月 27 日（日）　11：00 〜 20：00（最終日 17:00）

　　　レセプションパーティー　９月 19 日（土）17：00 〜 20：00
会場：アートコンプレックスセンター　＜ www.gallerycomplex.com ＞

　　　（東京都新宿区大京町 12-9 2F　Tel/Fax 03-3341-3253 ／丸ノ内線「四谷三丁目」駅 1 番出 

　　　口徒歩７分、JR 総武線「信濃町」徒歩７分）

主催：ニランジョンプロジェクト実行委員会
協力：（財）神林留学生奨学会／（財）アジア学生文化協会／麗澤大学

ニランジョン・バネルジ（Nilanjan Banerjee）

1974 年　９月 21 日生まれ

1993 年　Visva-Bharati（タゴール国際大学）英文科卒

2000 年　麗澤大学　日本語研修過程修了

2002 年　麗澤大学で研究員、非常勤講師としてベンガル語を教える

2007 年　イギリス／ロンドン、インド／カルカッタでグループ展を開催

作品：ベンガル語の短詩、童話、論文など多数執筆出版

現在：タゴール記念館　副館長の公職を務めながら絵画や詩作活動を続ける
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ニュース

改
かいせいにゅうかんほうこうふ

正入管法公布　新
あら

たな在
ざいりゅうかんりせいど

留管理制度がスタート

2009 年 7 月 15 日に改
かいせいにゅうかんほう

正入管法（出
しゅつにゅうこくかんりおよ

入国管理及び難
なんみんにんていほう

民認定法）が公
こ う ふ

布され、主
おも

に次
つぎ

のような新
あら

たな在
ざい

留
りゅうかんりせいど

管理制度が導
どうにゅう

入されることが決
き

まりました。

●外
がいこくじんとうろくしょう

国人登録証を廃
は い し

止し、新
あら

たに「在
ざいりゅう

留カード」を交
こ う ふ

付。

●在
ざいりゅうきかん

留期間の上
じょうげん

限を 3 年
ねん

から 5 年
ねん

に延
えんちょう

長。

● 1 年
ね ん い な い

以内に再
さいにゅうこく

入国する場
ば あ い

合は再
さいにゅうこくきょかてつづ

入国許可手続きが不
ふ よ う

要。

●留
りゅうがく

学ビザの在
ざいりゅうきかん

留期間が最
さいちょう

長 4 年
ねん

3 ヶ
か げ つ

月に。（予
よ て い

定）

また、今
こんかい

回の改
かいせい

正で在
ざいりゅうしかく

留資格「留
りゅうがく

学」と「就
しゅうがく

学」の区
く べ つ

別がなくなり、「留
りゅうがく

学」に一
い っ ぽ ん か

本化されます。

これらの施
し こ う び

行日は公
こ う ふ

布から 1 年
ねん

〜 3 年
ね ん い な い

以内となっています。

【留
りゅうしゅういっぽんか

就一本化に伴
ともな

う Q&A】入
にゅうこくかんりきょく

国管理局ホームページより

Q-1. 在
ざいりゅうしかく

留資格「留
りゅうがく

学」と「就
しゅうがく

学」が ,「留
りゅうがく

学」に一
い っ ぽ ん か

本化されると聞
き

きました。いつからその取
とり

扱
あつか

いは始
はじ

まりますか。

A. この取
とりあつか

扱いは , 改
かいせいにゅうかんほう

正入管法が公
こ う ふ

布された平
へいせい

成 21 年
ねん

7 月
がつ

15 日
にち

から 1 年
ね ん い な い

以内の政
せいれい

令で定
さだ

める日
ひ

から施
し こ う

行されます。

Q-2. 「就
しゅうがく

学」の在
ざいりゅうしかく

留資格を有
ゆう

する学
がくせい

生は法
ほうりつ

律の施
し こ う ご

行後「留
りゅうがく

学」に変
へんこう

更する必
ひつよう

要がありますか。

A. 活
かつどうないよう

動内容に変
へんこう

更がなければ , 現
げんざい

在「就
しゅうがく

学」の在
ざいりゅうしかく

留資格を有
ゆう

する学
がくせい

生の方
かた

が「留
りゅうがく

学」に変
へんこう

更す

る必
ひつよう

要はありません。

出典 :http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact/q_a_details4.html#q4-1
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留
りゅうがくせい

学生のための就
しゅうしょく

職ゼミナール

日
にち

　時
じ

：①１０月１６日（金）１８：３０～２１：００

　　　　②１０月１７日（土）１３：００～１７：００

　　　　③１０月２４日（土）１３：００～１６：３０

場
ば

　所
しょ

：横
よこはましこくさいがくせいかいかん

浜市国際学生会館　３Ｆホール

内
ない

　容
よう

：

①＜基
き そ へ ん

礎編＞入
にゅうかんほうかいせい

管法改正など留
りゅうがくせいせいさく

学生政策のポイントと留
りゅうがくせい

学生をとりまく状
じょうきょう

況、就
しゅうしょく

職＆内
ないていじょうきょう

定状況、在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

（ビザ）の変
へんこう

更などの就
しゅうしょくかつどう

職活動の基
き そ ち し き

礎知識、及
およ

び、内
ないていしゃ

定者が語
かた

る極
ご く い

意。

・山
やまかた

片 健
け ん じ

司（東
とうきょうがいこくじんこよう

京外国人雇用サービスセンター　総
そうかつしょくぎょうしどうかん

括職業指導官）

・チェー　ダラブッド（JFE エンジニアリング内
ないてい

定、東
とうきょうこうぎょうだいがくそうごうりけいしゅうし

京工業大学総合理系修士　カンボジア出
しゅっしん

身）

・ドッコ　センカク（ブライツ　コンサルティング内
ないてい

定、横
よこはまこくりつだいがくきょういくしゅうし

浜国立大学教育修士　中
ちゅうごくしゅっしん

国出身）

②＜実
じっせんへん

践編＞　スーツ着
ちゃくよう

用で。エントリーシート、自
じ こ

己 PR の書
か

き方
かた

、集
しゅうだんめんせつ

団面接、及
およ

び、履
り れ き し ょ

歴書の

写
しゃしん

真、リクルートウェアのアピールポイントを参
さ ん か が た

加型でわかりやすく進
しんこう

行。

・早
はやかわ

川 芳
よ し こ

子（NPO 法
ほうじん

人 留
りゅうがくせいしょくぎょうのうりょくかいはつ

学 生 職 業 能 力 開 発センター 理
り じ ち ょ う

事長）

③企
きぎょう

業が求
もと

める留
りゅうがくせい

学生、市
し な い

内の優
ゆうりょうきぎょうじょうほう

良企業情報と採
さ い よ う じ れ い

用事例、留
りゅうがくせい

学生を採
さいよう

用した企
きぎょう

業の話
はなし

、及
およ

び社
しゃかいじん

会人体
たい

験
けん

談
だん

。

・池
い け た に か い ち

谷嘉一（横
よこはまきぎょうけいえいしえんざいだん

浜企業経営支援財団　国
こくさい

際ビジネス支
し え ん ぶ ち ょ う

援部長）

・堀
ほ り ぐ ち か ず み

口和美（横
よこはましけいざいかんこうきょくこようそうしゅつか

浜市経済観光局雇用創出課　担
たんとうかかりちょう

当係長）

・キョウ　ギョウサ（香
ほんこんしゃんはいぎんこうきんむ

港上海銀行勤務　慶
けいおうぎじゅくだいがく

応義塾大学 2009 年
ねんそつぎょう

卒業　中
ちゅうごくしゅっしん

国出身）

・サンカル・ラル　サハ（日
に っ き か ぶ し き が い し ゃ き ん む

揮株式会社勤務、横
よこはまこくりつだいがく

浜国立大学 2000 年
ねんそつぎょう

卒業　バングラデシュ出
しゅっしん

身）

・オウ　エイヒョウ（キングソフト株
かぶしきがいしゃだいひょうとりしまりやく

式会社代表取締役　横
よこはまこくりつだいがく

浜国立大学 1996 年
ねんそつぎょう

卒業　中
ちゅうごくしゅっしん

国出身）

対
たい

　象
しょう

：留
りゅうがくせい

学生

定
てい

　員
いん

：先
せんちゃく

着５０名
めい

（原
げんそく

則として３回
かいれんぞくじゅこう

連続受講）

参
さ ん か ひ

加費：無
むりょう

料

申
もうしこ

込み： ９月２４日（木）　９：００から受
う け つ け か い し

付開始

　　　	 専
せ ん よ う で ん わ

用電話／０４５－５０７－０３１８、または FAX ／０４５－５０７－２４４１

　　　	 　※氏
し め い

名（ふりがな）、性
せいべつ

別、国
くに

、大
だいがく

学・学
が く ぶ

部・学
がくねん

年、電
で ん わ ば ん ご う

話番号を記
き さ い

載

問
といあわ

合せ：横
よこはましこくさいがくせいかいかん

浜市国際学生会館（横
よこはましつるみくほんちょうどおり

浜市鶴見区本町通４−１７１−２３）

	 ☎０４５－５０７－０１２１　（担
たんとう

当：荒
あらかわ

川、五
い が ら し

十嵐）

	 火
か よ う

曜～金
きんよう

曜９: ００～２１: ００　土
ど

・日
にち

・祝
しゅくじつ

日９: ００～１７: ００

イベント情
じょうほう

報
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〈ご入会とご寄付の報告〉

２００9 年５月

賛助会員

服部  泰子� 豊田市

（株）エレクトロデザイン � 中央区

正会員

（１口）
秦 幸吉� 大田区

木村 博・劉 彩品� 川越市

高橋 作太郎� 静岡市

樋川 好美� 文京区

国松 昭� 船橋市

張 延� 取手市

志賀 道夫� 文京区

堀 幸夫� 杉並区

千野 克子� 墨田区

山口 誠� 吾妻郡

岩尾 明� 日田市

新宿日本語学校� 新宿区

馬杉 栄一�  札幌市

関川 弘司・郁子� 千葉市

ご寄付

小木曽 友（定額給付金）� 入間市

籔下 勝� 千葉市

栗原 静子� 気仙沼市

河合 秀高 � 横浜市

小木曽 建	� 世田谷区

西垣 宰朋� 足立区

山口 憲明� 日野市

馬杉 栄一� 札幌市

服部  泰子� 豊田市

２００9 年６月

賛助会員

香取 純一	� 千代田区

正会員

（1 口）

下坂 行雄� 川口市

内山 敦之� 中野区

田中 佐紀子� 目黒区

（株）トランスボーダーズ� 文京区

土屋 元子� 千葉市

鈴木 智� 日立市

竹嶋 俊紀� 松戸市

宮前 つる代� 秩父市

北星学園大学国際交流センター

� 札幌市

藤林 泰� さいたま市

赤星  裕� 船橋市

ご寄付 

DARYUSH COOPER� USA

栗原 静子� 気仙沼市

大島 光恵� 練馬区

西本  梶� 横浜市

竹嶋 俊紀	� 松戸市

永山 保� 和光市

樽見 晃二� 仙台市

平岡 昭子�  目黒区

小木曽 友� 入間市

JASSO 外
がいこくじんりゅがくせい

国人留学生 就
しゅうしょくじゅんび

職準備セミナー

日
に ほ ん

本の採
さ い よ う せ い ど

用制度、企
きぎょうがわ

業側のニーズ、就
しゅうしょくかつどうてじゅん

職活動手順など、日
に ほ ん

本で学
まな

ぶ外
がいこくじんりゅうがくせい

国人留学生の就
しゅうしょくかつどう

職活動に必
ひつ

要
よう

不
ふ

可
か

欠
けつ

な情
じょうほう

報を得
え

るための絶
ぜっこう

好の機
き か い

会です。

・日
に ち じ

時：10 月 3 日（土） 10：00 〜 17：00 （入
にゅうたいじょうじゆう

退場自由）

・場
ば し ょ

所：東
とうきょうとりつさんぎょうぼうえき

京都立産業貿易センター 浜
はままつちょうかん

松町館 5 階
か い て ん じ

展示ホール（東
とうきょうとみなとくかいがん

京都港区海岸 1-7-8）※ 入
にゅうじょうむりょう

場 無 料

・内
ないよう

容　

１．就
しゅうかつ

活オリエンテーション・・・就
しゅうしょくかつどう

職活動のための情
じょうほう

報をまとめた DVD 上
じょうえい

映の後
あと

、担
たんとうしゃ

当者によ

　　る講
こう

演
えん

を行
おこな

います。

２．業
ぎょうかいべつ

界別セミナー・・・各
かくぎょうかい

業界を代
だいひょう

表する企
きぎょう

業の採
さいようたんとうしゃ

用担当者にご講
こうえんいただ

演頂きます。（事
じ ぜ ん よ や く せ い

前予約制）

　　※参
さ ん か き ぎ ょ う

加企業は、三
み つ び し じ ゅ し

菱樹脂、日
ひたちじょうほう

立情報システムズ、ファミリーマート等
とう

。

３．就
しゅうかつたいけんだん

活体験談コーナー・・・日
に ほ ん き ぎ ょ う

本企業に就
しゅうしょく

職し、現
げんざいかつやくちゅう

在活躍中の先
せんぱい

輩たちから、就
しゅうかつ

活の体
たいけんだん

験談、ア 

　　ドバイスなどを伺
うかが

います。

・問
といあわ

合せ：外
がいこくじんりゅうがくせいしゅうかつじゅんび

国人留学生就活準備セミナー運
うんえいじむきょく

営事務局　TEL:  048-485-2384

・詳
しょうさいじょうほう

細情報：　http://www.jasso.go.jp/job/index.html
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